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ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
は
、
落
雷
事
故

や
熱
中
症
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
、

安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に

は
施
設
の
安
全
対
策
が
重
要
で
あ
る
。
桑

原
ふ
れ
あ
い
運
動
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
、
昨
年
、
避
雷
針
は
設
置
さ
れ
た
も
の

病
院
誘
致
に
つ
い
て
、
事
業
者
候

補
者
の
決
定
か
ら
現
在
ま
で
１
年

８
か
月
が
経
過
す
る
が
、
そ
の
間
、
本

問

市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
安
全
対
策
は

地
震
時
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
場
合
、
救
出
ま
で
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
水
や
非
常
食
、
簡
易

ト
イ
レ
、
消
臭
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
備
え
た

防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
設
置
が
重
要
だ
と

考
え
る
。
本
市
に
お
け
る
設
置
状
況
お
よ

び
設
置
に
関
し
て
の
見
解
は
ど
う
か
。

本
市
公
共
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
、
防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
設
置

さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
防
災
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
設
置
は
、
閉
じ
込
め
対
策
に
有

効
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
一
方

で
、
車
い
す
使
用
者
の
利
用
を
妨
げ
な
い

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
に
も
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
施
設
の
特
性
や
利

用
頻
度
等
を
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
く
。

防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
設
置
を

問

問

上記二次元コードから
録画配信をご覧いただ
けます。

病
院
誘
致
に
か
か
る
財
政
的
支
援
に

つ
い
て

第４回定例会
　一般会計補正予算質疑
　令和６年度一般会計補正予算に対する質疑を行いました。
　主な質疑内容は次のとおりですが、誌面の都合上、質疑の一部しか掲
載できません。詳しい内容は、市議会ホームページ等で公開予定の会議
録をご覧ください。（８月下旬予定）

の
日
よ
け
設
備
が
な
い
が
、
設
置
は
検

討
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
他
に

も
避
雷
針
や
日
よ
け
設
備
が
な
い
な
ど

安
全
性
に
課
題
が
あ
る
施
設
は
な
い
か
。

そ
の
よ
う
な
施
設
の
改
善
、
対
策
に
つ

い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

桑
原
ふ
れ
あ
い
運
動
広
場
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
か
ら

の
要
望
が
あ
り
、
日
よ
け
シ
ェ
ル
タ
ー

の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。
避
雷
針
に

つ
い
て
は
、
設
置
し
て
い
な
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
も
あ
る
が
、
周
辺
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
必
要
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

日
よ
け
設
備
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

要
望
に
よ
り
、
庭
球
場
に
移
動
式
の
日

よ
け
シ
ェ
ル
タ
ー
や
パ
ラ
ソ
ル
等
を
設

置
し
て
い
る
。
今
後
も
、利
用
者
の
意
見・

要
望
を
伺
い
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
公
　
明
　
党

   

岡
本
　
壱
郎

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

   

辰
見
　
直
子

  

自
由
民
主
党
・
絆

   

西
野
　
貴
治

答

答

市
の
地
域
医
療
資
源
や
医
療
環
境
に
変

化
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
事
業
者
候

補
者
で
あ
る
大
阪
医
科
薬
科
大
学
か
ら
、

建
設
費
等
の
財
政
的
支
援
を
要
望
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
通
常
、

診
療
所
の
開
設
等
に
あ
た
り
、
本
市
か

ら
の
財
政
的
支
援
は
あ
る
の
か
。

国
の
資
料
に
よ
る
と
、
市
内
に
は

12
か
所
の
診
療
所
が
新
た
に
開
院

し
て
い
る
。
ま
た
、
府
に
提
出
さ
れ
た

令
和
５
年
度
病
院
プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、

茨
木
み
ど
り
ヶ
丘
病
院
に
お
い
て
、
令

和
７
年
度
に
向
け
て
病
床
数
の
増
床
と
、

新
た
に
心
血
管
疾
患
の
科
目
の
開
設
を

検
討
さ
れ
て
い
る
。
診
療
所
の
開
院
や

民
間
病
院
に
お
け
る
診
療
科
の
開
設
に

つ
い
て
は
、
自
ら
の
経
営
を
考
え
た
上

で
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
既
存
の

補
助
要
件
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、

基
本
的
に
財
政
的
支
援
を
行
う
こ
と
や

求
め
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

答

桑原ふれあい運動広場グラウンド桑原ふれあい運動広場グラウンド
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市
議
会

だ
よ
り

竜
王
山
荘
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
所
管
課
だ
け
で
な
く
、

市
全
体
と
し
て
の
研
究
・
検
討
が
必
要
だ

と
考
え
る
。
観
光
に
か
か
る
機
構
の
再
編

に
つ
い
て
、検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

竜
王
山
荘
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
は
再
編
後

の
観
光
所
管
部
署
で
検
討
す
る
こ
と
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
ダ
ム
パ
ー
ク
い
ば
き
た

に
つ
い
て
、来
園
見
込
み
数
か
ら
す
る
と
、

バ
ス
の
便
数
が
少
な
く
感
じ
る
が
、
代
替

の
行
き
方
も
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

北
部
地
域
の
観
光
振
興
へ
の
取
組
み
を

問

次
頁
へ
つ
づ
く

次
頁
へ
つ
づ
く

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

   

山
本
　
由
子

小・中
学
校
、
高
校
、
支
援
学
校
の

児
童
・
生
徒
を
大
阪
・
関
西
万
博

に
招
待
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
府
が
学

校
単
位
で
の
参
加
の
意
向
調
査
を
行
っ

て
い
る
が
、
会
場
の
安
全
性
や
安
全
な

移
動
手
段
の
確
保
、
保
護
者
の
費
用
負

担
等
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
状
況
で
、
学
校
行
事
と
し
て
こ
ど

も
た
ち
が
参
加
す
る
意
義
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
は
。
ま
た
、
安
全
面
の
確
保

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

万
博
で
最
先
端
の
技
術
に
触
れ
る

こ
と
で
、
こ
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意

学
校
単
位
で
万
博
に
行
く
事
業
に

つ
い
て

問

少
人
数
校
か
ら
の
進
学
に
つ
い
て

本
市
山
間
部
に
は
清
溪
小
学
校

と
忍
頂
寺
小
学
校
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
彩
都
西
中
学
校
と
北
陵
中
学
校

へ
と
進
学
す
る
。
全
校
児
童
20
人
前
後

問

答

　
大
阪
維
新
の
会

   

円
藤 

こ
ず
え

  

自
由
民
主
党
・
絆

   

福
丸
　
孝
之

の
少
人
数
校
か
ら
、
多
人
数
の
中
学
校

へ
の
進
学
と
い
う
大
き
な
環
境
変
化
の

た
め
、
中
に
は
不
登
校
に
な
っ
て
し
ま

う
児
童
も
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
問
題
を
市
は
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
何
か
対
策
は
し
て
い
る
の

か
。

小
規
模
校
か
ら
大
規
模
校
へ
の
進

学
は
、
児
童
に
と
っ
て
大
き
な

変
化
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
進
学
前

か
ら
の
関
係
づ
く
り
の
た
め
、
小
学
校

同
士
の
交
流
に
必
要
な
交
通
費
に
つ
い

て
、
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。
交
流
の

内
容
は
、
多
人
数
で
の
授
業
を
経
験
す

る
た
め
の
交
流
授
業
や
、
連
合
運
動
会

に
向
け
て
の
合
同
練
習
、
大
規
模
校
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
中
学
校
体
験
入

学
な
ど
で
、
児
童
が
安
心
し
て
中
学
校

へ
進
学
で
き
る
よ
う
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。

答

欲
を
高
め
、
自
分
の
将
来
の
夢
や
目
標

を
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
安
全
面
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
情
報

が
不
足
し
て
お
り
、
府
都
市
教
育
長
協

議
会
等
を
通
じ
て
、
交
通
手
段
の
確
保

や
円
滑
な
パ
ビ
リ
オ
ン
の
見
学
等
に
つ

い
て
疑
問
点
を
解
消
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
。

市議会のうごき市議会のうごき

４
月

5 日 議会広報委員会

9 日 幹事長会

15 日 文教常任委員会

19 日 総務常任委員会

24 日
建設常任委員会

民生常任委員会

議員研修会

５
月

7 日
幹事長会

議会運営委員会

8 日 議会広報委員会

9 日 本会議

10 日 議員研修会

13 日
~

14 日
文教常任委員会行政視察

（山口県周南市、宇部市）

15 日
~

16 日
総務常任委員会行政視察

（埼玉県春日部市、東京都荒川区）

21 日
~

22 日

民生常任委員会行政視察
（東京都八王子市、中野区）

建設常任委員会行政視察
（神奈川県相模原市、埼玉県川越市）

６
月

3 日
幹事長会

議会運営委員会

7 日 本会議（初日）

11 日 本会議（２日目）

12 日 本会議（３日目）

13 日 本会議（４日目）

14 日 本会議（５日目）

18 日
民生常任委員会

建設常任委員会

20 日
文教常任委員会

総務常任委員会

21 日 文教常任委員会

26 日
幹事長会

議会運営委員会

28 日 本会議（最終日）
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前
頁
つ
づ
き

前
頁
つ
づ
き

公
民
連
携
に
つ
い
て
、
本
市
で
は

令
和
５
年
４
月
に
公
民
連
携
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
民
間
提
案
制
度
実
施
要
領
）

が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
、
イ
ン
フ
ラ
更
新
時
期
の
集
中
、

価
値
の
多
様
化
等
、
社
会
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
今
後
も
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て

本
市
の
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の

独
自
性
は

問

中
核
市
移
行
検
討
の
今
後
の
見
通
し
は

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
移

行
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
し
、
論
点
整
理
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
議
会
に
も
情
報

を
共
有
し
、
市
民
も
理
解
が
深
ま
る
よ

う
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
取
組

み
内
容
お
よ
び
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
た

際
の
進
め
方
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

府
や
近
隣
中
核
市
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
庁
内
勉
強
会
等
に
よ
り
、
市

問

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
財
政
的
影
響
の
視

点
か
ら
、
移
譲
事
務
の
内
容
や
必
要
人

員
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
検
討
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
秋
ま

で
に
は
取
り
ま
と
め
、
議
会
へ
報
告
の

上
、
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
公
　
明
　
党

   

河
本
　
光
宏

  

自
由
民
主
党
・
絆

   

上
田
　
光
夫

大
阪
・
関
西
万
博
の
児
童
・
生

徒
無
料
招
待
事
業
に
つ
い
て
、

小
・
中
学
校
へ
の
意
向
調
査
は
回
答
の

選
択
肢
が
限
ら
れ
、
事
実
上
、
参
加
の

強
要
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
が
、
本

市
の
見
解
は
ど
う
か
。
同
事
業
に
関
し

て
、
学
校
に
情
報
を
伝
達
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
市
と
し
て
お
か
し
い
こ
と
は

指
摘
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
万
博
関
連
の
派
遣
職
員
の
給
与
は
、

法
的
に
は
博
覧
会
協
会
が
支
給
す
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

本
市
の
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
姿
勢
は

問
　
日
本
共
産
党

   

朝
田
　
　
充

調
査
に
つ
い
て
は
、
府
か
ら
参
加

は
強
制
で
は
な
い
と
示
さ
れ
て
お

り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
で
あ
る
こ
と
も

確
認
の
上
、
各
校
に
周
知
し
て
い
る
。

現
在
は
、
校
外
学
習
と
し
て
安
全
に
行

け
る
か
の
判
断
材
料
が
不
足
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

府
の
説
明
を
受
け
、
疑
問
点
を
確
認
す

る
な
ど
、
校
長
の
判
断
に
必
要
と
な
る

情
報
の
収
集
、
提
供
に
引
き
続
き
努
め

て
い
く
。
ま
た
、
派
遣
職
員
の
給
与
は
、

業
務
内
容
が
公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般

職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

法
律
第
６
条
第
２
項
に
規
定
さ
れ
る
業

務
に
該
当
す
る
た
め
、
本
市
か
ら
適
切

に
給
与
等
を
支
給
し
て
い
る
。

答

竜
王
山
荘
に
つ
い
て
は
、
観
光
の

視
点
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
の
あ
り
方
や
北
部
地
域
全
体

に
お
い
て
果
た
す
べ
き
役
割
等
も
含
め

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
北
部
地

域
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
を
中
心
に
庁
内
連
携
の
も
と
研

究
し
て
い
く
。
ま
た
、
ダ
ム
パ
ー
ク
い

ば
き
た
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
き
方
に
つ

い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
周

知
す
る
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
案
内
に

努
め
て
い
く
。

答

答

い
る
。
企
業
側
は
制
度
が
あ
る
自
治
体

に
優
先
し
て
提
案
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

北
摂
地
域
に
本
制
度
が
あ
る
自
治
体
は

あ
る
か
。
ま
た
、
本
市
の
独
自
性
は
。

北
摂
地
域
で
は
、
池
田
市
が
民
間

提
案
の
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

本
市
の
独
自
性
は
大
き
く
２
点
あ
り
、
１

点
目
は
、
提
案
受
付
か
ら
審
査
・
事
業
化

ま
で
の
フ
ロ
ー
を
制
度
化
し
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
り
見
え
る
化
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
２
点
目
は
、
無
償
の
地
域

貢
献
活
動
だ
け
で
は
な
く
民
間
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
た
有
償
の
事
業
提
案
も
積

極
的
に
受
け
付
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

茨木市の公民連携イメージ

企業

大学

次次
なな
るる
茨茨
木木
をを
とと
もも
にに
創創
るる

情報連携

大阪府
公民戦略連携デスク

つなぐ 連携
一一元元的的なな窓窓口口
相相談談機機能能

ババッッククアアッッププ
機機能能

企業・大学からの
連携に関する相談や
提案を聞き取り、
迅速に対応します。

事業連携をコーディ
ネートするだけでなく、
庁内からの提案を
企業・大学へ適切に
つなぎます。

政政策策企企画画課課（（公公民民連連携携係係）） 多多様様なな部部署署

etc…

答

市の公民連携イメージ（市 HP から抜粋）市の公民連携イメージ（市 HP から抜粋）
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一般会計補正予算質疑

市
議
会

だ
よ
り

民
法
改
正
に
よ
り
、
離
婚
後
も
こ

ど
も
の
父
母
双
方
に
親
権
を
認

め
る
共
同
親
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
共
同
親
権
の
申
立
て
は
、
す

で
に
離
婚
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
も

遡
及
し
て
適
用
さ
れ
、
基
本
的
に
面

会
交
流
が
拒
否
で
き
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
不
安
に
思
わ
れ
て
い
る
方
も
い
る
。

本
市
で
は
、
面
会
交
流
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
自
立
支
援

員
２
名
を
配
置
し
、
離
婚
や
生
活
、

子
育
て
な
ど
の
ほ
か
養
育
費
や
面
会
交

流
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
専

離
婚
後
の
共
同
親
権
に
か
か
る

支
援
体
制
は

問

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
を

病
院
誘
致
の
進
捗
状
況
は

病
院
誘
致
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
10
月
の
事
業
者
候
補
者
決
定

後
、
令
和
５
年
８
月
に
物
価
高
騰
の
影

響
を
考
慮
し
、
計
画
の
見
直
し
と
、
そ

れ
に
基
づ
く
大
学
側
か
ら
の
収
支
計
画

書
の
作
成
等
が
記
さ
れ
た
覚
書
そ
の
２

が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ど
の
よ
う

な
協
議
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。
収
支
計

画
書
の
提
出
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

病
院
誘
致
を
待
つ
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
。同

覚
書
に
基
づ
き
、
本
市
が
必
要

と
す
る
医
療
機
能
や
建
設
コ
ス
ト

抑
制
の
方
策
等
に
つ
い
て
、
協
議
・
調

整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
収

支
計
画
書
の
提
出
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
物
価
高
騰
や
診
療
報
酬
改

定
の
影
響
、
本
市
の
財
政
状
況
を
見
極

め
つ
つ
、
公
的
負
担
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
今
後
、
相
応
の
時
間

を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。
安
心
・
安

全
な
市
民
生
活
を
支
え
る
た
め
の
病
院

と
し
て
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お

り
、
課
題
の
克
服
に
向
け
、
協
議
・
調

整
す
る
中
で
結
論
を
得
て
い
き
た
い
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

お
け
る
要
は
、
地
域
づ
く
り
事

業
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
ぷ

ら
っ
と
ホ
ー
ム
事
業
（
※
１
）
は
、

地
域
づ
く
り
事
業
の
「
世
代
や
属
性

を
超
え
た
交
流
の
場
、
人
が
つ
な
が

り
、
関
係
性
を
深
め
る
場
」
と
い
う

目
的
に
合
致
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。
す
で
に
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー

ム
事
業
を
開
催
さ
れ
て
い
る
地
域
か

ら
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

位
置
付
け
、
共
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。地

域
住
民
の
孤
立
防
止
や
つ
な

が
り
の
強
化
等
を
趣
旨
と
し
て

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー
ム
事
業
は
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
地
域

づ
く
り
事
業
の
目
的
に
沿
う
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー
ム

事
業
を
多
様
な
地
域
づ
く
り
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
地
域

で
支
え
合
う
取
組
み
を
推
進
す
る
上

で
の
方
策
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問

問

近
年
、
学
童
保
育
室
へ
の
入
所
希

望
の
増
加
に
よ
り
、
待
機
児
童
が

発
生
し
て
い
る
と
聞
く
。
学
童
保
育
を

実
施
し
て
い
る
30
校
の
う
ち
、
待
機
児

童
が
出
て
い
る
学
校
数
と
そ
の
人
数
は
。

ま
た
、
待
機
児
童
と
な
っ
た
こ
ど
も
は

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
か
。

一
斉
受
付
後
に
待
機
児
童
が
発
生

し
て
い
る
校
区
は
３
校
区
、
11
人

と
な
っ
て
い
る
。
待
機
児
童
と
な
っ
て

い
る
こ
ど
も
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
の

詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
申
込
受

付
時
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
民
間
学

童
保
育
室
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

問 学
童
保
育
室
の
待
機
児
童
に
つ
い
て

答

（※１）ぷらっとホーム事業：地域福祉活動を展開する地区福祉委員会の拠点で、地域住民が「気軽にぷ
らっと立ち寄れる場」を創出する市社会福祉協議会が行う事業のこと。

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

   

安
孫
子 

浩
子

　
大
阪
維
新
の
会

   

岩
本
　
　
守

　
公
　
明
　
党

   

坂
口  

康
博
　

答

答

門
性
が
必
要
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

ひ
と
り
親
の
問
題
に
精
通
す
る
弁
護
士

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
に
つ
な
ぐ
ほ
か
、

府
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
大
阪
府
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
が
実
施
し
て
い
る「
大

阪
府
親
子
交
流
支
援
事
業
」
を
紹
介
す

る
な
ど
、
相
談
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

答
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